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はじめに Ⅰ

巻頭言 

山口大学は、2020 年� 4 月に教学マネジメント室を創設しました。同年� 1 月に公表された
『教学マネジメント指針』（中央教育審議会大学分科会）に沿って、大学全体レベル・学位

プログラムレベル・授業科目レベルの各レベルにおける教学マネジメントを強化すべく、教

育・学生支援機構にもとに新しい組織を設置し、その取組を進めています。特に、同指針で

は、教学マネジメントを支える基盤として「FD・SD の高度化と教学� IR 体制の確立」を求
めていることに着目し、エビデンスに基づく教育マネジメントを進める観点から、教育・学

修に関するデータの収集・分析・共有に関し、今まで以上に力を注いでいく必要があります。

そこで、教学マネジメント室では、新たに、『教学マネジメント� FACTBOOK』を作成し、
山口大学の教育・学修に関する基本データを整理・共有する取組に着手しました。本冊子は、
その第一歩に当たり、令和２年度教育戦略経費の採択を受けて発刊するものです。

これまでの山口大学の教育改革は、2014 年度「文部科学省・大学教育再生加速プログラ
ム（AP）」の採択、2015 年度「文部科学省・地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）」の採択、さらには、2015 年度創設の国際総合科学部における� YU CoB CuS 
（Yamaguchi University Competency-Based Curricular System）の開発などをエンジンにして取
り組むことで、高い評価を受けてきました。さらに、2020 年度のコロナ禍においては、全
学的な遠隔講義アンケート実施、さらには、教育� DX（Digital Transformation）でも先駆的な
取組を進めています。

どのような場面にあっても、教育成果と学修成果を把握・確認しながら、さらなる充実を

図っていくことが高等教育機関として求められています。『教学マネジメント� FACTBOOK』
の刊行を契機に、今後とも、教学マネジメントの取組に、ご理解とご支援を賜れば幸いです。

2021年 3月
山口大学 教育・学生支援機構 教学マネジメント室
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【【ⅠⅠ】】大大学学全全体体レレベベルル  
大学全体レベルとして、2014 年度から取り組んできた文部科学省・大学教育再生加速プ

ロブラム（AP）の指標を中心に紹介する。この取組は、中間評価・事後評価ともに最高の「S

評価」を受けている。 

11.. 文文部部科科学学省省・・大大学学教教育育再再生生加加速速ププロロググララムム（（AAPP））66年年間間のの成成果果及及びび各各種種指指標標のの達達成成度度
AP事業に取り組んだ 2014 年度から 2019年度の 6年間は、我が国の高等教育の大きな

うねりの中にあった。AP事業採択時において、中央教育審議会『大学教育の質的転換答申』
を契機とした「アクティブ・ラーニング」という言葉が席巻し、どの大学でも試行錯誤の日々

が続いた。そのような状況にあって、本本学学がが開開発発ししたた「「AALLポポイインントト認認定定制制度度」」とといいうう各各授授
業業科科目目のの AALL度度ををシシララババススにに可可視視化化すするる仕仕組組みみはは画画期期的的であり、その後、多くの大学で、同
様の取組が導入されるようになった。  
 「AL ポイント認定制度」の最大のインパクトは、AL ポイントという数値化された指標
を得ることができたということである。本学では、同制度の導入と順調な学内展開によって、

各授業科目における AL度の傾向分析に始まり、ALベストティーチャー表彰審査の指標と
して活用されたほか、最近では、学修成果の規定要因分析等に活かすことができるようにな

った。すなわち、本本学学ににおおけけるるアアククテティィブブ・・ララーーニニンンググのの特特徴徴ややアアククテティィブブ・・ララーーニニンンググをを

通通ししたた学学修修成成果果をを検検証証すするる重重要要ななエエビビデデンンススとなっている。まさに、デデーータタ駆駆動動型型教教育育改改善善

のの象象徴徴のの一一つつとなっている。さらには、ALポイントという量的指標と対照するように、アア
ククテティィブブ・・ララーーニニンンググのの実実態態ををイインンタタビビュューー調調査査等等でで質質的的にに把把握握すするるアアププロローーチチもも確確立立で

き、多くの事例を『Teaching & Learning Catalog』『Teaching & Learning Album』とい
う実践集、模擬授業型ワークショップ、ALベストティーチャー動画集として、教職員・学
生に広く周知してきた。このような質的アプローチを通して、教員同士が相互に学び合う環

境を醸成することができた。その証拠として、「「アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググをを行行うう専専任任教教員員数数

((割割合合))」」がが 3355..88%%（（22001144年年度度））かからら 8877..33%%（（22001199年年度度））にに倍倍以以上上となった。 
 AP事業の大きな成果として、学修行動・学修到達度調査と学修成果アセスメントの定着
がある。AP 事業で目指した「山口大学生コンピテンシー」の学修成果可視化の取組では、
外部テストを初め幾つかの方法を実施しながら、最終的に、本本学学独独自自のの学学修修行行動動・・学学修修到到達達

度度調調査査をを開開発発しし、、11年年次次・・33年年次次のの経経年年比比較較やや「「山山口口大大学学生生ココンンピピテテンンシシーー」」にに関関すするる学学修修
成成果果アアセセススメメンントトをを実実現現した。学生の自発的な学修促進のためのアセスメント文化の提供

に向けて、大大学学職職員員をを主主なな対対象象ととししたた「「ララーーニニンンググアアドドババイイザザーー養養成成講講座座」」をを創創設設ししたたこことと

もも大大ききなな成成果果である。さらに、学修成果に関する各種データが蓄積されていく中で、高高等等学学

校校関関係係者者やや企企業業関関係係者者ととのの対対話話をを通通ししたた学学修修成成果果ののチチュューーニニンンググをを行行ううここととににもも着着手手でき

た。 
 ALの組織的推進を通して、本本学学のの教教育育理理念念にに明明文文化化さされれてていいたた「「学学生生主主体体」」「「学学生生参参画画」」
のの精精神神がが学学内内外外のの教教育育・・学学修修のの場場面面にに確確実実にに広広ががっっててききたた。その教育成果や学修成果を把

握・分析・可視化するという環境を押し上げたのも本事業の取組である。これらの取組は、

大大学学教教育育・・高高等等学学校校教教育育・・大大学学入入試試のの一一体体的的改改革革とと相相ままっってて、、高高大大連連携携やや社社会会連連携携にによよるる人人

材材育育成成のの充充実実へへとと道道をを拡拡げげるるたためめ、、「「FFDD・・SSDD ワワーーククシショョッッププ」」やや「「共共育育ワワーーククシショョッッププ」」
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とといいうう場場づづくくりりがが大大ききなな貢貢献献を果たしてきた。 
 AP事業を通して、大学全体レベルでの「山口大学生コンピテンシー」、学位プログラムレ
ベルでの「DP・CP」、授業科目レベル
での「シラバスや成績評価の充実」を

図る中で、2020年 1月公表『教学マ
ネジメント指針』に沿った更なる取組

に繋げている（図表Ⅰ‐１参照）。AAPP
事事業業のの取取組組はは 22002200年年 44月月にに創創設設さされれ
たた「「教教学学ママネネジジメメンントト室室」」にに引引きき継継がが

れれ、、人人的的・・経経費費的的なな措措置置をを行行いい、、ここれれ

ままででのの成成果果をを継継続続している。補助期間

中に育んだ AP 採択校同士の信頼関
係、高等教育機関間との連携を活か

し、新たな要素を交えながら、本学の

更なる教育革新を測っている。 
 
（（１１））指指標標のの公公表表  

AP 事業における必須指標及び本学の独自指標について、2014～2019 年度の実績値、さ
らには、2016～2019年度の目標値は図表Ⅰ‐2のとおりであり、 定量的な数値目標の達

成状況について、事業期間 6年間を通して順調に推移してきた。特に、必必須須指指標標ででああるる「「アア
ククテティィブブ・・ララーーニニンンググをを導導入入ししたた授授業業科科目目数数のの割割合合」」はは最最終終目目標標値値 7700％％にに対対ししてて「「7766..22％％」」、、
同同じじくく必必須須指指標標ででああるる「「アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググをを行行うう専専任任教教員員数数」」はは最最終終目目標標値値 6688..44％％
にに対対ししてて「「8877..33％％」」とと、、共共通通教教育育とと専専門門教教育育のの垣垣根根をを超超ええてて、、学学士士課課程程教教育育全全体体にに広広ががりり、、
最最終終目目標標値値をを超超ええてて、、22001188年年度度かからら更更にに数数字字をを伸伸ばばししたた。このことは、より多くの教員が
アクティブ・ラーニングに関わることになったことを如実に示している。 
その背景には、アクティブ・ラーニング型授業の優れた教育実践を表彰する「「AALLベベスストト
テティィーーチチャャーー表表彰彰制制度度」」がが創創設設さされれ、、22001166年年度度かからら「「55科科目目」」ををココンンススタタンントトにに表表彰彰すするる
取取組組がが進進みみ、、本本学学のの教教員員にに大大ききななイインンセセンンテティィブブをを与与ええてていいるることが挙げられる。表彰され

た ALベストティーチャーの優れた授業実践は、AL型授業実践集『Teaching & Learning 
Catalog』に記事掲載されるだけでなく、FD・SDワークショップにおいて模擬授業を披露
し、生（ライブ）の授業実践を他の教員に提供する機会が与えられる。このような機会提供

は、ALベストティーチャーにとって誇りとなるものであるとともに、学内の若手教員や高
等学校教員が集い、優れた授業実践を学ぶ場として好評を得ている。ALベストティーチャ
ーをエンジンとした AL推進の好循環は定着し、AP事業終了後も継続して取り組むことが
AP事業推進委員会にて了承された。 
一方、このような全学的な AL推進に伴う学生の学びについては、学学生生 11人人当当たたりりののアアクク
テティィブブ・・ララーーニニンンググ科科目目受受講講数数がが 22001144年年度度「「22..44科科目目」」かからら 22001199年年度度「「1155..77科科目目」」、、アアクク
テティィブブ・・ララーーニニンンググ科科目目にに関関すするる授授業業外外学学修修時時間間（（11週週間間当当たたりり））がが 22001144年年度度「「11..6699時時間間」」
かからら 22001199年年度度ににはは「「1100..4422時時間間」」と大幅に増加するに至っている。また、正課科目だけで
なく、AL型の正正課課外外教教育育ププロロググララムム（（ススチチュューーデデンントト・・リリーーダダーー・・ププロロググララムムななどど））がが 22001144

図表Ⅰ‐1 山口大学における教学マネジメント

の各レベルにおける学習目標及びアセスメント

手法 

【１】指標の公表
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年年度度「「1177ププロロググララムム」」かからら令令和和元元年年度度「「3311ププロロググララムム」」に増える中で、学生は、正課科目
と正課外教育プログラムを通して、主体的な学びを深めていることが分かる。 
さらに、アクティブ・ラーニングを中心とした全学的な授業改善等の取組が功を奏し、学学

生生のの授授業業満満足足率率がが 22001144 年年度度「「44..2211」」かからら毎毎年年度度増増加加ししななががらら、、22001199 年年度度「「44..3377」」ととななっっ
てておおりり、、大大ききなな成成果果と言えるであろう。 
学生の学修成果の可視化・把握の取組では、学修行動調査・学修到達度調査の全学実施の

ほか、ルーブリック開発については、AP事業開始当初の探究型科目「山口と世界」コモン
ルーブリック開発に始まり、2016年度以降は、医学部医学科・保健学科の専門教育（チュ
ートリアル教育、看護系実習など）や地域フィールド学修（サービスラーニング、アントレ

プレナー教育など）において、ルーブリックを活用する実践事例が増加したほか、スタディ・

スキルに関するルーブリック（ライティングスキル、プレゼンテーションスキル、情報探索

スキル）を開発するなど、ルルーーブブリリッックク活活用用のの実実績績もも順順調調にに伸伸びびててききたた。 
さらに、AL推進及び教学マネジメント強化に関する FD・SD研修について、全学研修会

のほか、各学部主催 FD・SD研修を積極的に行い、年年間間計計 3344回回、、11,,333344名名のの参参加加者者を数え、
専任教員が年間 2回程度は必ず受講する環境が整っている。令和元年度には、従来の SDセ
ミナーに代えて企画した「大学マネジメントセミナー」を引き続き開催し、80 名近くの参
加者を得て、教職協働における諸課題について議論を行い、大学マネジメント人材の専門性

向上のための知識や能力について共有する機会となった。また、2019年 11月～12月にか
けて、「ラーニング・アドバイザー養成講座」を山口県内高等教育機関の教職員・大学院生

に対象を広げて開講し、延べ 14名が受講した。本講座は、学生の「学びの好循環」に貢献
できる学修支援者としてのスキルや態度を学び、全 2回の講座を受講・修了した者に「ラー
ニング・アドバイザー認定証」を授与するもので、これまで 3年間の実施で、ララーーニニンンググ・・
アアドドババイイザザーー認認定定者者はは計計 2244名名（（ううちち 22名名はは他他大大学学教教職職員員））となった。AP事業で企画実施
してきた FD・SD ワークショップ、大学マネジメントセミナー、ラーニング・アドバイザ
ー養成講座、スチューデント・リーダー・プログラム（SLP）は、これまでの成果が認めら
れ、AP事業終了後も内容を一層充実させながら継続実施する。 
以上のとおり、本事業が目指しているアアククテティィブブ・・ララーーニニンンググのの組組織織的的推推進進、、そそれれにに伴伴うう

学学生生のの授授業業外外学学修修時時間間のの増増加加、、ささららににはは、、学学修修成成果果可可視視化化やや教教職職員員がが一一体体ととななっったた資資質質向向

上上のの取取組組がが順順調調に進み、多くの教員と学生がアクティブ・ラーニングに関わり、満足感を持

ちながら教育成果と学修成果を積み重ねていることが分かる。  

  

         図表Ⅰ‐2 定量的な数値目標の達成状況 

 2014 
年度 

2015 
年度 

2016 
年度 

2017 
年度 

2018 
年度 

2019 
年度 

実績 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 
【テーマⅠ】◆学生の主体的な学びを促進するアクティブ・ラーニングの実施 
アクティブ・ラ
ーニングを導入
した授業科目数
の割合 

13.6% 
 

52.1% 
 

60.0% 65.1% 
 

65.0% 72.4% 
 

68.0% 73.5% 
 

70.0% 76.2% 
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【必須指標】 
アクティブ・ラーニン
グ科目のうち、必修科
目の割合 
【必須指標】 

93.2% 
 

79.3% 
 

60.0% 71.3% 
 

62.0% 66.8% 
 

63.0% 68.0% 
 

65.0% 77.4% 

アクティブ・ラ
ーニングを受講
する学生の割合
【必須指標】 

45.3% 
 

81.9% 
 

100% 100% 
 

100% 100% 
 

100% 100% 
 

100% 100% 

学生 1人当たりア
クティブ・ラーニ
ング科目受講数
【必須指標】 

2.4 
科目 

10.8 
科目 

11 
科目 

13.5 
科目 

12 
科目 

15.5 
科目 

12 
科目 

14.7 
科目 

13 
科目 

15.7 
科目 

学生 1 人当たりのア
クティブ・ラーニング
科目に関する授業外
学修時間（1週間当た
り）【必須指標】 

1.69 
時間 

7.19 
時間 

5.00 
時間 

9.10 
時間 

5.00 
時間 

10.42 
時間 

6.00 
時間 

9.62 
時間 

6.00 
時間 

10.42 
時間 

アクティブ・ラー

ニング型の正課外

教育プログラムの

実施数（全学部生

対象に限る） 
【独自指標】 

17プロ
グラム 

18プロ
グラム 

15 プロ
グラム 

25プロ
グラム 

20プロ
グラム 

25プロ
グラム 

23プロ
グラム 

25プロ
グラム 

25プロ
グラム 

31プロ
グラム 

【テーマⅠ】◆アクティブ・ラーニング推進のための専門集団の形成 
アクティブ・ラ
ーニングを行う
専任教員数 
【必須指標】 

35.8％ 
 

73.1% 
 

51.3% 76.2% 
 

67.2% 83.0% 
 

67.8% 80.2% 
 

68.4% 87.3％ 

アクティブ・ラ
ーニングに関す
る FD・SD研修
実施数、参加者
数【独自指標】 

15回 
464人 

25回 
968人 

15回 
500人 

22回 
950人 

18回 
550人 

18回 
787人 

20回 
600人 

20回 
880人 

20回 
600人 

20回 
763人 

アクティブ・ラーニン
グ推進のための AL
推進チームの形成
（FDコーディネータ
養成）【独自指標】 

3人 10人 10人 21人 21人 22人 21人 23人 21人 22人 

アクティブ・ラーニ
ングにおける優秀
な教育実践を表彰
するALベスト・テ
ィーチャー賞授与
数【独自指標】 

0科目 0科目 2科目 5科目 4科目 5科目 5科目 5科目 5科目 5科目 

【テーマⅡ】◆学修成果可視化モデル構築のための多角的取組の実施 
授業満足度アン
ケートを実施し

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 
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ている学生の割
合【必須指標】 
上記アンケート
における授業満
足率【必須指標】 

4.21 4.25 4.2 4.26 
 

4.3 4.30 4.3 4.32 4.3 4.37 

学修行動調査の
実施率 
【必須指標】 

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

学修到達度調査
の実施率 
【必須指標】 

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

成績評価基準の
平準化を目的と
したルーブリッ
ク評価の導入実
績数【独自指標】 

9件 12件 15件 17件 25件 28件 30件 31件 30件 35件 

学生の授業外学
修時間（1 週間当
たり）【必須指標】 

13.04 
時間 

13.58 
時間 

6.50 
時間 

13.71 
時間 

6.50 
時間 

16.40 
時間 

7.00 
時間 

16.02 
時間 

7.00 
時間 

15.46 
時間 

学生の主な就職
先への調査 
【必須指標】 

有 有 有 有 有 有 有 有 有 
 

有 

【テーマⅡ】◆学修成果測定を支える教学マネジメントの強化 
退学率 
【必須指標】 

1.3％ 
 

1.1％ 
 

2.0％ 1.3％ 
 

2.0% 1.4％ 
 

2.0% 1.5％ 
 

2.0% 1.7％ 

プレースメント
テストの実施率
【必須指標】 

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

教学マネジメン
ト強化のための
FD・SD研修実施
数、参加者数 
【独自指標】 

18回 
1,046人 

11回 
693人 

5回 
300人 

10回 
652人 

8回 
400人 

9回 
589人 

10回 
500人 

14回
657人  

10回 
500人 

14回 
571人 

ラーニング・アド
バイザー及び高
度専門職（UEA： 
University Education 
Administrator ） の 
配置【独自指標】 

3人 3人 3人 3人 4人 11人 5人 21人 5人 24人 
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（（２２））「「山山口口大大学学生生ココンンピピテテンンシシーー」」にに関関すするる学学修修成成果果可可視視化化  
「山口大学生コンピテンシー」（『山口大学教育理念』に明記された「山口大学生として卒

業時に身に付けておくべき力（コンピテンシー）」）の達成度について、従来、外部テスト

（PROGテスト）により測定していたが、22001199年年度度よよりり本本学学独独自自開開発発のの「「学学修修行行動動・・学学修修
到到達達度度調調査査」」にによよるる測測定定とと可可視視化化にに切切りり替替

ええ、、ママーーククシシーートト回回答答形形式式でで自自立立的的にに実実

施施・・運運営営ででききるる環環境境を整えた（2020年度
はウェブアンケート形式で実施）。 

1 年次・3 年次で実施している学修行動・
学修到達度調査において、山口大学生コン

ピテンシーの�4 指標（「驚き（リテラシー）」
「個性（対自己基礎力）」「出会い（対人基

礎力）」「夢（対課題基礎力）」）の達成度を

測る大問について整理を行い、その結果を

修学支援システムでレーダーチャート表

示（図表Ⅰ‐3 参照）できるようにした。
山口大学教育理念と汎用的能力の対応一

覧を併せて掲載（図表Ⅰ‐4 参照）してお
り、アセスメントを行う 1 年次必修科目
（「知の広場」）において、リフレクション

やメタ認知を働かせた自律的学修の促進

に役立てている。 

図表Ⅰ‐3 「山口大学生コンピテンシー」
の可視化画面

図表Ⅰ‐4 「山口大学生コンピテンシー」に関する学生向け説明画面 

【2】「山口大学生コンピテンシー」に関する学修成果可視化
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（（３３））「「学学びびのの好好循循環環」」のの創創出出  
 AP 事業では、本本学学のの大大学学教教育育全全体体にに、、学学修修者者中中心心のの考考ええ方方をを定定着着ささせせるるここととをを目目的的にに、、
AALLをを起起点点ととししたた「「学学びびのの好好循循環環」」のの創創出出に努めてきた。 
 学修行動・学修到達度調査や YU CoB CuSによる学修成果に関する量的データの把握に
努めるとともに、『『TTeeaacchhiinngg  &&  LLeeaarrnniinngg  CCaattaalloogg』』にに掲掲載載さされれるる「「優優れれたた AALL型型授授業業のの特特徴徴
やや手手法法」」やや「「学学生生たたちちのの学学びびののププロロセセススやや成成長長実実感感」」をを一一覧覧整整理理すするるこことと、、学学修修支支援援のの担担いい

手手ででああるる職職員員をを中中心心ととししたたララーーニニンンググ・・アアドドババイイザザーー養養成成講講座座でで表表出出化化さされれるる現現状状分分析析とと

課課題題解解決決方方策策ななどどをを分分類類化化すするるななどどのの質質的的デデーータタのの蓄蓄積積（（図図表表ⅠⅠ‐‐55参参照照））を大事にしてき
た。諸制度の定着度を測る最終的な物差しは、学生・教員・職員の生の声であると考えるか

らである。学学生生・・教教員員・・職職員員ののアアンンググルルかからら見見ええるる観観点点やや関関与与（（エエンンゲゲーージジメメンントト））をを継継続続

的的にに収収集集・・分分析析ししななががらら、、「「学学びびのの好好循循環環」」のの底底上上げげを更に進めていきたい。 

 

 

  

本学の取組の特徴の一つである「共育ワークショップ」を通したステークホルダーや学生

の意見を取り入れる仕組についても毎年度創意工夫しながら実施し、対対話話のの場場づづくくりりのの中中

心心軸軸がが「「教教職職学学協協働働」」かからら「「高高大大連連携携・・社社会会連連携携」」にに広広ががりりをを見見せせたた（（図図表表ⅠⅠ‐‐66参参照照））。
今後も、「共育ワークショップ」を充実させ、山口大学の教育力強化に活かしていく。 

 
図表Ⅰ‐6 AL型授業等に関連した FD・SDワークショップ取組一覧  

年度 ワークショップテーマ 
2014年度 教育理念「発見・はぐくみ・かたちにする」を考える 
2015年度 「あったらいいな、こんな授業」（シラバスづくり） 
2016年度 「学生 FDサミット 2017春」のアイデア提案 
2017年度 大学と高等学校による授業協奏曲（模擬授業と対話） 
2018年度 社会で必要とされるコンピテンシー（高大連携・社会連携） 
2019年度 学びによる成長のための評価（直接評価と間接評価） 

 

図表Ⅰ‐5 『Teaching & Learning Catalog』一覧 
        及びラーニング・アドバイザー養成講座による成果物 

【3】「学びの好循環」の創出
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22..  FFDD・・SSDD活活動動のの枠枠組組とと実実績績  
（（１１））山山口口大大学学ににおおけけるる FFDD・・SSDD 
山口大学では、FD（Faculty Development）、SD（Staff Development）、TAD（Teaching Assistant 

Development）、OD（Organizational Development）を区分しながら、毎年度の FD・SD活動を
計画・実施してきた（図表Ⅰ‐7参照）。
 具体的には、FD活動として、新任教員研修会（年 2回）、FDコーディネータ研修会、全
学 FD・SD講演会、アラカルト研修会（各学部・研究科による選択制）、教育改善 FD研修
会（全学統一テーマによる各学部・研究科主催）といった既存のプログラムに加え、アクテ

ィブ・ラーニング推進及び学修成果可視化を目的とした FD・SDワークショップを行い、強
化している。SD活動として、人事課が管轄する階層別研修・分野別研修に加え、大学マネ
ジメントセミナーやラーニング・アドバイザー養成講座を行い、強化している。そのほか、

TAD活動として TA・SA研修会、OD活動として教職員・学生参加型の共育ワークショップ
を行っている。

 2014年度以降、過去 5年間の FD・SD研修の実施回数・参加者数をまとめたものが図表
Ⅰ‐8であるが、毎年度 30 回程度の実施と 1,300～1,600名程度の参加者を数えている。ま
た、本学では、上記の研修以外に、研究費適正使用や個人情報保護に関する教職員向け研修

会を全員受講義務化している。

 

 

図表Ⅰ‐7 山口大学 FD・SD・TAD・ODの体系図 
（なお、※印が AP事業において企画開発したもの） 

 

2.　FD・SD 活動の枠組と実績
【1】山口大学における FD・SD
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図表Ⅰ‐8 FD・SD研修の実施回数・参加者数の推移（2014～2018年度） 

 

 教育・学生支援機構で計画立案した AL推進のための施策を教学組織に広げ、定着させる
役割として FFDDココーーデディィネネーータタがが各各学学部部にに配配置置されている。FDコーディネータ研修会をは
じめ、従来から開催されている学部主催の教育改善 FD研修会、アラカルト研修会のコーデ
ィネートのほか、新たなに開発した FD・SD ワークショップにおける事例発表などに貢献
してきた。過過去去 66年年間間のの FFDD・・SSDDワワーーククシショョッッププののテテーーママはは図図表表ⅠⅠ‐‐99ののととおおりりである。 
 
    図表Ⅰ‐9 AL型授業等に関連した FD・SDワークショップ取組一覧  

開催年度 ワークショップのテーマ 
2014年度 ①ルーブリック事例報告ワークショップ（『山口と世界』

授業実践など） 
2015年度 ①大人数授業、クリッカー利用による AL実践紹介 

②AL教室及びタブレット機器による AL実践紹介 
2016年度 ①PBL（Projet-Based Learning）授業設計 

②サービスラーニング授業設計と学修評価 
2017年度 ①ALベストティーチャー模擬授業型ワークショップ 

②ルーブリック活用による学修評価 
2018年度 ①ALベストティーチャー模擬授業型ワークショップ 

②DP達成度可視化と学修ポートフォリオ 
2019年度 ①学生調査の見方、活かし方 

②ALベストティーチャー模擬授業型ワークショップ 
 
 上記の AL推進体制の整備とともに、2016年度に創設された ALベストティーチャー表
彰制度を効果的に活用し、同同表表彰彰をを受受けけたた教教員員のの優優れれたた授授業業実実践践ををイインンタタビビュューー取取材材ししてて

冊冊子子化化ししたた『『TTeeaacchhiinngg  &&  LLeeaarrnniinngg  CCaattaalloogg』』を 2016年度から発刊し、全教員・1年生全
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員に配布するほか、山口県内高等学校に提供している。2019年度には、過過去去 44年年間間のの冊冊子子
をを総総括括ししたた『『TTeeaacchhiinngg  &&  LLeeaarrnniinngg  AAllbbuumm』』をを刊刊行行した。さらには、学生スタッフの協力を
得て、AALLベベスストトテティィーーチチャャーーにによよるる模模擬擬授授業業動動画画をを編編集集しし、、ココンンテテンンツツ・・アアーーカカイイブブシシスス
テテムム（（図図表表ⅠⅠ‐‐1100参参照照））をを構構築築し、全教職員が閲覧可能な環境を整えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（２２））大大学学間間連連携携にによよるる FFDD・・SSDD  
 大学リーグやまぐち（旧・大学コンソーシアムやまぐち）では、FD・SD部会設置による
FD・SD研修の充実が図られたほか、AP事業や COC+事業(文部科学省・地(知)の拠点大学
による地方創生推進事業)に関連した FD・SD研修が山口県内の大学間連携を活用しながら
展開するようになった。山口大学が主催し、大学リーグやまぐち加盟機関に募集案内し、参

加実績のある FD・SD研修の実施回数や参加者数の 2013年以降の推移は図表Ⅰ‐11のと
おりである。実施回数が 2013年度の 2件から 4倍に増えるとともに，参加者数も 2014年
度・2015年度に急激に上昇し，一時は 2013年度に比べ 2倍以上の 600名を超える参加者
数を記録した後，2018 年度には 500 名弱の参加者数で推移している。特に、2017 年度に
開催した山口大学・大学

リーグやまぐち主催「大

学マネジメントセミナー

2017inやまぐち」では、
大学リーグやまぐち加盟

機関による教職協働の取

組を紹介するポスターセ

ッションを企画し、加盟

機関すべてと山口県庁が

ポスター発表に参加し

た。この企画を通して、地

域全体での教職協働の取

組の底上げの機運を高め

ることができた。 
 

 

図表Ⅰ‐11 大学関連携を通した FD・SD活動実績

（2013～2018年度，山口大学主催分に限る） 

図表Ⅰ‐10 ALベストティーチャ―模擬授業動画集（一例） 

【2】大学間連携による FD・SD
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【Ⅱ】学位プログラムレベル 

 山口大学では、学位プログラムレベルの取組として、DP（ディプロマ・ポリシー）達成
度を可視化する仕組みとして YU CoB CuS（Yamaguchi University Competency-Based 
Curricular System）の全学部導入を推進してきた。2015年度に創設された国際総合科学部
では、YU CoB CuSによる DP達成度スコアを卒業要件化して導入したが、その他の学部
では、卒業要件とはせずに、DP達成度の可視化を通した学生自身の振り返りと教員による
修学指導に活用することを目的とした。 
 

１１．．YYUU  CCooBB  CCuuSSのの導導入入  
 YU CoB CuSには、「「【【11】】数数値値にによよるる重重みみ付付けけカカリリキキュュララムムママッッププ」」「「【【22】】DDPP達達成成度度のの
可可視視化化」」「「自自己己振振りり返返りりとと修修学学指指導導」」とといいうう三三段段階階（（三三要要件件））がある。YU CoB CuSの導入
の大前提となる「数値による重み付けカリキュラムマップ」の設計にあたっては、専門分野

の特性に応じて大きく異なる。本学においては、国国際際総総合合科科学学部部ののよよううなな「「①①ココンンピピテテンンシシ

ーーベベーーススのの学学位位ププロロググララムム」」、、医医学学部部やや教教育育学学部部ななどどののよよううなな「「②②専専門門職職養養成成のの学学位位ププロロググ

ララムム」」、、理理学学部部、、農農学学部部、、工工学学部部ななどどののよよううなな「「③③デディィシシププリリンンベベーーススのの学学位位ププロロググララムム」」  
のの 33類類型型に分類することができる。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図表Ⅱ‐１ 国際総合科学部における YU CoB CuS（カリキュラムマップ（抜粋）） 

Ⅲ　学位プログラムレベル

１．YU CoB CuS の導入
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図表Ⅱ‐2 国際総合科学部における YU CoB CuS（レーダーチャート） 
      （出典：http://gss.yamaguchi-u.ac.jp/yu_cobcus/ ） 

図表Ⅱ‐3 医学部医学科における YU CoB CuS（カリキュラムマップ（抜粋）) 
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図表Ⅱ‐4 医学部医学科における YU CoB CuS（スコアリンググラフ) 

図表Ⅱ‐5 理学部数理科学科における YU CoB CuS（カリキュラムマップ（抜粋）) 
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２２．．国国際際総総合合科科学学部部ににおおけけるる YYUU  CCooBB  CCuuSSのの成成果果  
 YU CoB CuSによる DP達成度について、2015年度創設の国際総合科学部では卒業要件
化しており、同学部 1 期生の卒業時の DP スコアを確認することができ、全ての項目につ
いてクリアできている（図表Ⅱ‐6）。ただし、各 DP項目の達成度のバランスについて、カ
リキュラム点検の観点から詳細の検証が必要である。また、同学部の学生が可視化された

DPスコアを参照した振り返りを通して、自律的学習にどの程度活かされているかを検証す
る学生調査（国際総合科学部 2年生・3年生対象）を継続的に行った結果、一定程度の有効
性が見られた（図表Ⅱ‐7参照）。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ‐6 国際総合科学部 1期生（N=88）の DPスコア（左が大項目、右が小項目） 

図表Ⅱ‐7 国際総合科学部での YU CoB CuSを通した学修成果アセスメント調査 

質問項目 入学年度 2年生 3年生

【2016年度入学者】
（N=77)

2.25 2.30

【2017年度入学者】
（N=66)

2.74 2.55

【2016年度入学者】 2.90 2.94

【2017年度入学者】 3.06 2.86

【2016年度入学者】 2.51 2.70

【2017年度入学者】 2.61 2.83

【2016年度入学者】 3.06 3.00

【2017年度入学者】 3.17 3.23

【2016年度入学者】 2.52 2.60

【2017年度入学者】 2.58 2.82 †

†p<.10

Q5 YU CoB CuSの結果をもとに、自分の学習がう
まくいっているかどうかを確認し、改善が必要であ
れば改善しようとしている。

Q4 YU CoB CuSの基準スコアや自分が獲得した
個人スコアに疑問があれば、授業担当教員や担
任教員に質問するようにしている。

Q3 担任教員によるYU CoB CuSに基づいた学習
指導をその後の学習の参考にしている。

Q2 授業を受講する際やテスト勉強をする際は、
DPで求められている資質・能力や授業科目に割り
当てられた基準スコアを意識している。

Q1 YU CoB CuSの結果をしっかりと確認している。

２．国際総合科学部における YU CoB CuS の成果
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２２．．卒卒業業生生・・修修了了生生満満足足度度調調査査結結果果のの概概要要            

（（１１））実実施施概概要要  
 本調査は、2020年 1月から 3月にかけて実施し、全全学学部部のの回回収収率率 7722..99％％（（前前年年度度 7700..33％％））、、
全全研研究究科科のの回回収収率率 5544..33％％（（前前年年度度 5566..00％％））であった(図表Ⅱ‐8、図表Ⅱ‐9参照)。 
本調査は、学学部部卒卒業業生生版版でではは、、項項目目別別満満足足度度のの 55指指標標（（「「①①学学習習・・生生活活環環境境」」「「②②学学生生生生活活
のの支支援援体体制制」」「「③③共共通通教教育育やや学学部部専専門門教教育育ににおおけけるる多多人人数数授授業業」」「「④④専専門門少少人人数数教教育育」」「「⑤⑤人人

間間関関係係」」））及及びび「「⑥⑥総総合合満満足足度度」」のの計計 66つつのの指指標標で構成している。大大学学院院修修了了生生版版でではは、、項項
目目別別満満足足度度のの 55 指指標標（（「「①①生生活活環環境境」」「「②②学学習習支支援援・・生生活活支支援援」」「「③③授授業業・・研研修修支支援援、、環環境境」」
「「④④進進路路支支援援・・相相談談体体制制」」「「⑤⑤人人間間関関係係」」））及及びび「「⑥⑥総総合合満満足足度度」」のの計計 66つつのの指指標標で構成して
いる。教学マネジメントの強化に向け、卒卒業業生生・・修修了了生生満満足足度度調調査査のの集集計計分分析析はは重重要要なな事事項項

でであありり、、学学部部・・研研究究科科間間比比較較やや経経年年比比較較等等をを通通ししてて、、本本学学のの教教育育成成果果やや学学習習環環境境等等のの改改善善充充

実実ののたためめ、、有有効効活活用用できるように図っていきたい。 
 
（（２２））22001199年年度度調調査査結結果果のの概概要要  
 学学部部全全体体のの総総合合満満足足度度はは 7711..88％％でであありり、、前前年年度度 7700..44％％かからら微微増増した。特に、人文学部や
医学部の総合満足度の伸びが大きい。一方、工学部の総合満足度が他学部に比べて相対的に

低くなっている。 
項目別満足度では、「①学習・生活環境」において人文学部、経済学部、農学部の値が高

く、工学部（知能情報工学科・循環環境工学科）の値が低い。「②学生生活の支援体制」に

おいて医学部、共同獣医学部の値が高い。「③共通教育や学部専門教育における多人数授業」

において人文学部、経済学部の値が高く、工学部（知能情報工学科・感性デザイン工学科）

の値が低い。「④専門少人数教育」において人文学部の値が高い。 
 研研究究科科全全体体のの総総合合満満足足度度はは 7799..11％％でであありり、、前前年年度度 7711..99％％かからら大大幅幅にに伸伸びび、、大大半半のの研研究究科科
でで数数値値がが良良好好である。項目別満足度においても同様である。 
 
（（３３））過過去去 55年年間間のの経経年年比比較較のの概概要要【【図図表表ⅡⅡ‐‐1100、、図図表表ⅡⅡ‐‐1111】】  
 今回、新たに、過去 5年間の経年比較の概要をとりまとめることとした。 
 学部卒業生調査では、項項目目別別満満足足度度ににおおけけるる「「②②学学生生生生活活のの支支援援体体制制」」のの全全学学部部のの値値がが過過

去去 55年年間間をを通通ししてて伸伸びびてていいるるほか、「「③③共共通通教教育育やや学学部部専専門門教教育育ににおおけけるる多多人人数数授授業業」」のの全全
学学部部のの値値がが回回復復傾傾向向にある。「⑥総合満足度」については、ほぼ横ばいであるが、前年度よ

りは微増となった。 
 大学院修了生調査では、項項目目別別満満足足度度のの 55つつのの指指標標すすべべててでで増増加加傾傾向向ににあありり、、そそのの結結果果、、
「「⑥⑥総総合合満満足足度度」」もも過過去去 55年年間間でで最最高高のの値値となった。 
 

 

 

 

 

 

 

3．卒業生・修了生満足度調査結果の概要
【1】実施概要

【2】2019 年度調査結果の概要

【3】過去 5 年間の経年比較の概要（図表Ⅱ‐10、図表Ⅱ‐11）
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【Ⅲ】授業科目レベル 

 山口大学では、学部・研究科において学生授業評価及び教員授業自己評価が実施されてい

る。授業科目レベルの教学マネジメントとして基本となる事項とである。なお、2020年度
においては、コロナ禍の中で全学生・全教員対象「遠隔講義アンケート」を実施しており、

後段では、その結果の概要について併せて紹介する。 

１１．．授授業業評評価価のの結結果果（（全全学学））  
（（１１））学学生生授授業業評評価価のの実実施施状状況況

「学生授業評価及び教員授業自己評価の回答状況一覧（2015～2019年度）」（図表Ⅲ‐１）
では、教育情報システム（IYOCAN）で処理された学生授業評価と教員授業自己評価、およ
び IYOCANを利用しないで独自に授業評価を集計している学部・研究科のすべての授業評
価の実施率をまとめたものである。 

2019年度の学生授業評価はすべての学部・研究科(修士レベル)・共通教育で実施され、回
答数合計は 111,836人(※IYOCANのみ)であった。 
実施率が最も高かったのは医学部医学科（100.0％）、続いて高かったのは理学部・農学部

（いずれも 91.5％）であった。学部・研究科で全体的に昨年度より減少する結果となって
いる。 

（（２２））教教員員授授業業自自己己評評価価のの実実施施状状況況

教員授業自己評価は、医学部保健学科を除くすべての学部・研究科等で実施された。教員

授業自己評価の実施率が最も高かったのは医学部医学科（100.0％）、理学部（60.1％）であ
った。多くの学部・研究科で昨年度より減少する結果となっている。 

- 18 -

【Ⅲ】授業科目レベル 

 山口大学では、学部・研究科において学生授業評価及び教員授業自己評価が実施されてい

る。授業科目レベルの教学マネジメントとして基本となる事項である。なお、2020年度に
おいては、コロナ禍の中で全学生・全教員対象「遠隔講義アンケート」を実施しており、後

段では、その結果の概要について併せて紹介する。 

１１．．授授業業評評価価のの結結果果（（全全学学））  
（（１１））学学生生授授業業評評価価のの実実施施状状況況

「学生授業評価及び教員授業自己評価の回答状況一覧（2015～2019年度）」(図表Ⅲ‐１)
では、教育情報システム（IYOCAN）で処理された学生授業評価と教員授業自己評価、およ
び IYOCANを利用しないで独自に授業評価を集計している学部・研究科のすべての授業評
価の実施率をまとめたものである。また、学生授業評価の回答数については一覧表の後に別

表（2015年度以降の経年変化）として掲載した。 

（（２２））教教員員授授業業自自己己評評価価のの実実施施状状況況

教員授業自己評価は、医学部保健学科を除くすべての学部・研究科等で実施された。 

Ⅳ　授業科目レベル

１．授業評価の結果（全学）
【1】学生授業評価の実施状況

【2】教員授業自己評価の実施状況
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<<学学部部>>学学生生授授業業評評価価 <<学学部部>>教教員員授授業業自自己己評評価価

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

学部等

学生授
業評価
（2015
年度）

学生授
業評価
（2016
年度）

学生授
業評価
（2017
年度）

学生授
業評価
（2018
年度）

学生授
業評価
（2019
年度）

対象授業

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

教員授
業自己
評価入
力率
(2015年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2016年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2017年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2018年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2019年
度）

対象授業

共通教育 86.6% 84.8% 89.7% 91.7% 90.5% 全て 41.5% 34.8% 30.9% 29.6% 21.2% 全て

人文学部 82.8% 84.3% 79.7% 80.5% 76.0%
卒業論文、集中講義、一部
の演習を除く

43.6% 31.1% 33.2% 32.7% 22.2% 学生授業評価と同じ

教育学部 81.0% 82.6% 75.5% 76.1% 79.2%
卒業研究、教育実習、事前・
事後指導、介護等体験実習
を除く

46.6% 40.1% 56.3% 47.4% 35.4% 学生授業評価と同じ

経済学部 81.4% 79.3% 81.4% 81.4% 78.3%
卒業論文演習、演習Ⅰ・Ⅱを
除く

62.0% 61.7% 40.7% 33.8% 28.9% 学生授業評価と同じ

理学部 89.3% 93.6% 92.5% 95.2% 91.5%
特別研究、集中講義、一部
の実習等を除く

58.3% 35.9% 38.4% 69.0% 60.1% 学生授業評価と同じ

工学部 88.5% 90.1% 85.2% 89.9% 89.9%
卒業論文、国際実習、社会
活動実習、インターンシップ
を除く

31.0% 27.1% 27.7% 10.3% 28.4% 学生授業評価と同じ

農学部 89.2% 87.7% 93.2% 86.6% 91.5%
卒業論文、集中講義、特別
演習、専攻演習、インターン
シップ等を除く

92.6% 57.3% 60.9% 64.5% 57.9% 学生授業評価と同じ

共同獣医学部 90.4% 82.8% 88.0% 89.2% 84.0%
卒業論文、集中講義、特別
演習、専攻演習、インターン
シップ等を除く

98.3% 97.1% 48.6% 19.2% 10.7% 学生授業評価と同じ

国際総合科学部 76.2% 89.9% 95.0% 94.5% 86.7% 88.7% 70.4% 79.9% 64.9% 37.3% 学生授業評価と同じ

独
自

医学部（医学科） 91.6% 93.3% 92.7% 100.0% 100.0%
自己開発コース、臨床実習
１、臨床実習２、を除く

独
自

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 全て

独
自

医学部（保健学科） 72.3% 83.8% 81.1% 74.8% 59.0%
授業評価の必要なものに限
定

独
自

51.1% 68.0% 66.4% 73.8% 46.1% －

＜＜大大学学院院＞＞学学生生授授業業評評価価 ＜＜大大学学院院＞＞教教員員授授業業自自己己評評価価

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

学生授
業評価
（2015
年度）

学生授
業評価
（2016
年度）

学生授
業評価
（2017
年度）

学生授
業評価
（2018
年度）

学生授
業評価
（2019
年度）
(*1)

対象授業

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

教員授
業自己
評価入
力率
(2015年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2016年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2017年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2018年
度）

教員授
業自己
評価入
力率
(2018年
度）(*1)

対象授業

技術経営研究科 58.3% 53.6% 67.9% 100.0% 74.2% 全て 66.7% 14.3% 28.6% 16.7% 9.7% 〃

医学系研究科 51.8% 72.6% 65.8% 93.6% 81.8%
特別研究、オムニバスを除
く

81.6% 15.9% 14.3% 0.0% 33.3% 〃

教育学研究科 66.3% 67.5% 62.4% 71.4% 53.7%
課題研究、総合研究、実
習等を除く

53.6% 40.2% 60.9% 48.7% 28.2% 〃

経済学研究科 24.2% 8.1% 42.3% 21.0% 100.0% 演習、セミナーを除く 45.6% 58.6% 34.2% 17.9% 15.9% 〃

創成科学研究科 - 71.6% 70.3% 76.5% 77.4% - 32.1% 27.7% 26.6% 34.8% 〃

教育学研究科
（専門職学位課
程）

- 95.5% 78.5% 83.9% 78.8% - 59.1% 67.7% 24.6% 42.0% 〃

独
自

人文科学研究科 21.4% 87.5% 50.0% 30.0% 80.0%

半期の授業全体に対する評
価を実施しており、授業ごと
には実施していない。後期は
実施せず。

41.4% 40.9% 22.2% 20.0% 16.7% 〃

なお、理工学・医学系研究科の博士後期課程、および連合獣医学研究科、連合農学研究科、東アジア研究科（すべて博士後期課程）は実施対象から除いている。

I
Y
O
C
A
N
2

I
Y
O
C
A
N
2

22001199年年度度　　山山口口大大学学　　学学生生授授業業評評価価おおよよびび教教員員授授業業自自己己評評価価　　結結果果一一覧覧　　（（経経年年変変化化））

22002200年年0055月月1122日日  現現在在

I
Y
O
C
A
N
2

I
Y
O
C
A
N
2

図表Ⅲ‐1 学生授業評価及び教員授業自己評価の回答状況一覧（2015～2019年度） 
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（（３３））全全学学共共通通のの質質問問項項目目にに関関すするる分分析析

次に、全学共通質問項目である５項目を取り上げ、各学部・研究科ごとに経年変化をみて

いく。各質問項目の選択肢 1～5の平均値を算出し、授業区分別（講義、講読、演習、実験・

実習、語学）に結果を整理した（図表Ⅲ‐2、図表Ⅲ‐3、図表Ⅲ‐4参照）。 

 なお、大学院については、IYOCAN を利用した学生授業評価を行っている研究科とそれ以

外の独自の方法で実施している研究科が混在しているため、ここでは IYOCANを利用してい

る創成科学研究科、技術経営研究科、医学系研究科、教育学研究科、経済学研究科のみの結

果を整理した。ただし、教育学研究科については共通質問項目「満足」のデータのみ尋ねて

いるため他の項目はデータが存在しない。 

①共通質問項目１「授業外学習時間」

 
 
 

共通質問項目 1は、授業 1回あたりの授業外学習時間を尋ねたものである。平均値は 1)3
時間程度または以上を 5点、5)30分未満を 1点として授業区分別の平均値を算出した。 

2019 年度の平均値データは 2018 年度の平均値と比べると、学部段階では、共通教育、
教育学部、経済学部、理学部、工学部、農学部、共同獣医学部で増加傾向にある一方、

人文学部、国際総合科学部で減少傾向にある。特に、共通教育は過去 5年間で最高の数値を
示している。

②共通質問項目２「学習目標達成」

共通質問項目 2 はシラバスに記載された学習目標を学生自身が達成できたかどうかにつ
いて尋ねたものである。山口大学はシラバスに観点別の到達目標を記載する方式となって

おり、「知識・理解の観点」「思考・判断の観点」「関心・意欲の観点」「態度の観点」「技能・

表現の観点」の５つのうちから教員が用いる観点を選び、それぞれについて具体的な到達目

標を学生に示すことになっている。これらの学習目標を達成できたかどうかについて、「1.
そう思う」を 5点、「そう思わない」を 1点として平均値を授業区分別に算出した。 
今年度はほとんどの学部・研究科で平均値が現状維持又は上昇している。修学支援シス

テムの運用により、受講登録の際に web 上でシラバスを読み，各授業の到達目標を理解し
て授業に臨んでいる者が増えていると推察される。授業の到達目標を知り、どのような成績

評価方法で評価を受けるのかを事前に知って受講するのとしないのとでは大きな差が出る。

修学支援システムの運用により、学生の受講態度や理解度に効果を与えているとすれば良

いことである。

QQ.. ああななたたはは、、シシララババススにに記記載載さされれたた学学習習目目標標をを達達成成ししたたとと思思いいまますすかか？？

1. そう思う、2. ややそう思う、3. どちらとも言えない、4. あまりそう思わない、
5. そう思わない

QQ.. ああななたたははここのの授授業業ににおおいいてて、、授授業業外外学学習習（（予予習習・・復復習習・・宿宿題題ややレレポポーートト作作成成・・試試験験勉勉強強））ををどどれれくく

ららいい行行いいままししたたかか？？総総時時間間をを平平均均しし、、授授業業１１回回ああたたりりのの時時間間にに換換算算ししてておお答答ええくくだだささいい。。  

1. 3時間程度または以上、2. 2時間程度、3. 1時間程度、4. 30分～50分程度、5. 30分未満

【3】全学共通の質問項目に関する分析

FACTBOOK 2020   33



Ⅳ　授業科目レベル

- 21 -

③共通質問項目３「理解」

共通質問項目 3 は授業の理解度について尋ねた設問である。多くの学部・研究科で昨年
度を上回っており，特に共通教育は昨年度に比べ、上昇している。これは多くの学生が「そ

う思う」「ややそう思う」といった肯定的な回答をしていることを意味しており，授業担当

の先生方の努力が実っていると考えられる。共通教育という大人数の授業が多い中でこの

ように高い理解度であることは良い状況にあるといえよう。 

④共通質問項目４「満足」

    共通質問項目 4 は授業の満足度について尋ねた設問である。多くの学部・研究科で平均

値が上昇しており，概ね一定の満足度が得られていることが確認できる。学部段階では、す

べての学部で高い数値を示している。 

⑤共通質問項目５「出席」

共通質問項目 5は授業への出席状況について尋ねた設問である。本質問も選択肢 1の 90%以

上を 5点、選択肢 5の 40%未満を 1として計算を行った。すべての学部・研究科で 4.5を超

える高い平均値となっている。全体的にみて山口大学の学生の授業出席率は非常に良好で

あるといえる。 

QQ.. ああななたたはは、、ここのの授授業業のの内内容容をを理理解解ししたたとと思思いいまますすかか？？

1. そう思う、2. ややそう思う、3. どちらとも言えない、4. あまりそう思わない、
5. そう思わない

QQ.. ここのの授授業業ははああななたたににととっってて満満足足ののいいくくももののででししたたかか？？

1. そう思う、2. ややそう思う、3. どちらとも言えない、4. あまりそう思わない、
5. そう思わない

Q. あなたは、この講義にどれくらい出席しましたか？ （括弧内は、１５回講義の場合の出席回数参考値）

1. 90％以上（14回以上） 2. 80～90％（12～13回） 3. 60～80％（9～11回）
4. 40～60％（6～8回） 5. 40％未満（6回未満）
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  図表Ⅲ‐2 授業外学習時間・学習目標達成の経年変化（2015～2019年度） 

授業外学習時間（全体平均）
―経年変化―

学習目標達成（全体平均）
―経年変化―
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図表Ⅲ‐3 授業理解度・授業満足度の経年変化（2015～2019年度） 

理解（全体平均）
―経年変化―

満足（全体平均）
―経年変化―
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図表Ⅲ‐4 授業出席状況の経年変化（2015～2019年度） 

出席（全体平均）
―経年変化―
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（（４４））共共通通教教育育ににおおけけるる学学生生授授業業評評価価結結果果

次に、共通教育に絞って 2019年度の学生授業評価の結果を考察する。前節で示したデー

タのとおり、今年度の共通教育の学生授業評価実施率は 90.5%、教員授業自己評価実施率は

21.2%であった。学生授業評価実施率は昨年度と同様に 90％超える実施率を維持した。この

傾向を引き続き続けていくことが求められる。なお、回答数は合計 49,511人であった。2013

年度における共通教育の大幅なカリキュラム改正に伴い、新しい共通教育の科目系列・分野

に応じて評価結果を掲載している。過去 5 年間の経年変化を見ていくこととしている。な

お、以下に示す学生授業評価の結果は質問紙の種類（講義用、語学用、実験実習用の３種類）

別に分野別の平均値の変化を経年で示したものである。 

①講義系科目の結果について

図表Ⅲ‐5は４種類の質問紙のうち「講義」用を使用している講義系科目を系列・分野別
に整理し、評定平均値を算出したものである。講義系科目には大きく分類して「教養コア」

「一般教養（人文教養）」「一般教養（社会教養）」「一般教養（自然教養）」「一般教養（学際

的教養）」「専門基礎」に分けられる。またそれぞれ分野別に細かく分かれている。 
 Q1の出席状況は「１．90％以上（14回以上）」を 5点、「５．40％未満（6回未満）を 1
点として平均値を計算したものである。すべて 4.5を超えており良好である。 
 Q2の授業外学習は予習・復習・宿題やレポート作成、試験勉強を行った総時間を平均し、
授業 1回あたりの時間に換算した時間を尋ねたものである。「１．3時間程度または以上」
「２．2時間程度」「３．1時間程度」「４．30-50分程度」「５．30分未満」をそれぞれ 5,4,3,2,1
として平均値を算出した。最も高いのは「理系基礎」が 3.35、次に高かったのは、アクティ
ブ・ラーニング型科目である「基礎セミナー」が 3.31、「山口と世界」が 3.21、さらには、
反転授業などを取り入れている「科学技術と社会」3.15となっている。なお、大学設置基準
には「1単位の授業科目は 45時間の学修を必要とする」と規定されており、この中には授
業時間の他に予習、復習の時間が含まれている。例えば、2単位の講義を行う場合 90時間
の学修が必要であり、このうち授業の 30時間を除く 60時間が授業外学習となる。つまり、
半期 15回の授業では 1回の授業 2時間に対して 4時間の授業外学習が必要という計算にな
る。単位の実質化という観点から、現在の傾向がさらに進むことが期待される。 
 Q8のシラバスに記載された学習目標を達成したかについては「１．そう思う」「２．やや
そう思う」「３．どちらとも言えない」「４．あまりそう思わない」「５．そう思わない」を

5,4,3,2,1とし、「６．答えられない」は平均値の計算から除いた。これはシラバスを読んで
いない学生や学習目標を忘れた学生のために設けられた選択肢である。平均値はすべての

科目で 4.0を上回っており良好である。 
Q9のこの授業の内容を理解できたかという質問については大半の科目が 4.0を上回って
おり良好であった。 
最後に Q10 のこの授業はあなたにとって満足のいくものだったかという質問については
最も平均値が高かったのは文化の継承と創造（4.51）であり、次に高かったのは基礎セミナ
ー（4.50）、食と生命（4.46）と続く状況であった。 

【４】共通教育における学生授業評価結果
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図表Ⅲ－5 共通教育の講義系科目における学生授業評価結果（2015～2019年度） 

系列 分野
授業区分（質問
紙）

Q1出席
Q2授業
外学習

Q8学習
目標達
成

Q9理解
Q10満
足

教養コア 基礎セミナー（2015） 講義 4.90 3.13 4.15 4.37 4.46

教養コア 基礎セミナー（2016） 講義 4.90 2.94 4.17 4.41 4.46

教養コア 基礎セミナー（2017） 講義 4.88 3.09 4.16 4.39 4.43

教養コア 基礎セミナー（2018） 講義 4.89 3.09 4.20 4.41 4.45

教教養養ココアア 基基礎礎セセミミナナーー（（22001199）） 講講義義 44..9911 33..3311 44..3311 44..5500 44..5500

教養コア 情報処理（2015） 講義 4.93 2.51 4.00 4.20 4.19

教養コア 情報処理（2016） 講義 4.91 2.57 4.03 4.21 4.22

教養コア 情報処理（2017） 講義 4.92 2.45 4.06 4.20 4.21

教養コア 情報処理（2018） 講義 4.92 2.84 4.08 4.20 4.18

教教養養ココアア 情情報報処処理理（（22001199）） 講講義義 44..9944 22..5566 44..1144 44..2277 44..2277

教養コア 運動健康科学（2015） 講義 4.87 2.47 4.03 4.28 4.31

教養コア 運動健康科学（2016） 講義 4.88 2.25 4.07 4.28 4.33

教養コア 運動健康科学（2017） 講義 4.85 2.26 3.98 4.17 4.16

教養コア 運動健康科学（2018） 講義 4.86 2.44 4.09 4.19 4.18

教教養養ココアア 運運動動健健康康科科学学（（22001199）） 講講義義 44..8899 22..5500 44..1122 44..2277 44..2266

教養コア 山口と世界（2015） 講義 4.90 3.10 4.28 4.45 4.37

教養コア 山口と世界（2016） 講義 4.93 3.03 4.28 4.44 4.35

教養コア 山口と世界（2017） 講義 4.93 3.26 4.28 4.43 4.35

教養コア 山口と世界（2018） 講義 4.91 3.12 4.27 4.38 4.29

教教養養ココアア 山山口口とと世世界界（（22001199）） 講講義義 44..9944 33..2211 44..4433 44..5533 44..4444

教養コア キャリア教育（2015） 講義 4.91 2.69 4.07 4.22 4.13

教養コア キャリア教育（2016） 講義 4.90 2.68 4.13 4.27 4.23

教養コア キャリア教育（2017） 講義 4.88 2.52 4.04 4.20 4.10

教養コア キャリア教育（2018） 講義 4.90 2.63 4.09 4.23 4.14

教教養養ココアア キキャャリリアア教教育育（（22001199）） 講講義義 44..9911 22..6655 44..1144 44..3300 44..2211

一般教養（人文教養） 哲学（2015） 講義 4.79 2.04 3.85 3.87 4.07

一般教養（人文教養） 哲学（2016） 講義 4.84 2.04 4.04 4.10 4.30

一般教養（人文教養） 哲学（2017） 講義 4.82 1.82 4.04 4.19 4.36

一般教養（人文教養） 哲学（2018） 講義 4.83 2.03 4.14 4.19 4.36

一一般般教教養養（（人人文文教教養養）） 哲哲学学（（22001199）） 講講義義 44..8899 22..2277 44..2211 44..2255 44..4411

一般教養（人文教養） 歴史学（2015） 講義 4.85 2.12 3.77 3.77 3.88

一般教養（人文教養） 歴史学（2016） 講義 4.86 2.05 3.90 3.93 4.01

一般教養（人文教養） 歴史学（2017） 講義 4.88 2.03 3.93 3.99 4.05

一般教養（人文教養） 歴史学（2018） 講義 4.86 2.08 3.95 3.92 3.99

一一般般教教養養（（人人文文教教養養）） 歴歴史史学学（（22001199）） 講講義義 44..8899 22..1133 44..0033 44..0022 44..1100

一般教養（人文教養） 社会学（2015） 講義 4.91 2.33 3.87 4.01 4.01

一般教養（人文教養） 社会学（2016） 講義 4.87 2.25 3.99 4.09 4.14

一般教養（人文教養） 社会学（2017） 講義 4.82 2.27 3.99 4.20 4.23

一般教養（人文教養） 社会学（2018） 講義 4.84 2.33 4.12 4.19 4.23

一一般般教教養養（（人人文文教教養養）） 社社会会学学（（22001199）） 講講義義 44..8855 22..4444 44..1144 44..2277 44..3322

一般教養（社会教養） 経済と法（2015） 講義 4.87 2.25 3.96 4.13 4.24

一般教養（社会教養） 経済と法（2016） 講義 4.86 2.27 3.91 4.00 4.14

一般教養（社会教養） 経済と法（2017） 講義 4.84 2.24 3.94 4.05 4.15

一般教養（社会教養） 経済と法（2018） 講義 4.79 2.39 4.00 4.05 4.15

一一般般教教養養（（社社会会教教養養）） 経経済済とと法法（（22001199）） 講講義義 44..8844 22..4488 44..1100 44..1188 44..3300

一般教養（自然教養） 自然科学(2015) 講義 4.88 2.10 3.77 3.80 3.81

一般教養（自然教養） 自然科学(2016) 講義 4.86 1.99 3.81 3.83 3.85

一般教養（自然教養） 自然科学(2017) 講義 4.89 2.11 3.83 3.90 3.93

一般教養（自然教養） 自然科学(2018) 講義 4.89 2.23 3.95 3.96 3.98

一一般般教教養養（（自自然然教教養養）） 自自然然科科学学((22001199)) 講講義義 44..9922 22..2211 44..0088 44..1122 44..1199

一般教養（学際的教養） 人間の発達と育成（2015） 講義 4.87 2.38 4.08 4.28 4.36

一般教養（学際的教養） 人間の発達と育成（2016） 講義 4.89 2.21 4.13 4.34 4.45

一般教養（学際的教養） 人間の発達と育成（2017） 講義 4.86 2.17 4.03 4.21 4.29

一般教養（学際的教養） 人間の発達と育成（2018） 講義 4.87 2.25 4.14 4.28 4.37

一一般般教教養養（（学学際際的的教教養養）） 人人間間のの発発達達とと育育成成（（22001199）） 講講義義 44..8866 22..2288 44..1133 44..2277 44..3399

一般教養（学際的教養） 文化の継承と創造（2015） 講義 4.88 2.35 4.01 4.18 4.19

一般教養（学際的教養） 文化の継承と創造（2016） 講義 4.87 2.32 4.05 4.23 4.25

一般教養（学際的教養） 文化の継承と創造（2017） 講義 4.86 2.37 4.04 4.21 4.24

一般教養（学際的教養） 文化の継承と創造（2018） 講義 4.87 2.51 4.08 4.18 4.23

一一般般教教養養（（学学際際的的教教養養）） 文文化化のの継継承承とと創創造造（（22001199）） 講講義義 44..8888 22..4477 44..2266 44..4422 44..5511

一般教養（学際的教養） 社会と医療（2015） 講義 4.87 2.03 4.03 4.23 4.30

一般教養（学際的教養） 社会と医療（2016） 講義 4.89 2.06 4.10 4.26 4.33

一般教養（学際的教養） 社会と医療（2017） 講義 4.86 1.95 4.12 4.25 4.30

一般教養（学際的教養） 社会と医療（2018） 講義 4.84 1.98 4.15 4.27 4.32

一一般般教教養養（（学学際際的的教教養養）） 社社会会とと医医療療（（22001199）） 講講義義 44..8888 22..0055 44..2277 44..4422 44..4444

一般教養（学際的教養） 科学技術と社会（2015） 講義 4.90 2.96 4.06 4.18 4.20

一般教養（学際的教養） 科学技術と社会（2016） 講義 4.90 3.06 4.02 4.13 4.12

一般教養（学際的教養） 科学技術と社会（2017） 講義 4.90 2.97 4.04 4.15 4.10

一般教養（学際的教養） 科学技術と社会（2018） 講義 4.91 3.03 4.15 4.24 4.19

一一般般教教養養（（学学際際的的教教養養）） 科科学学技技術術とと社社会会（（22001199）） 講講義義 44..9911 33..1155 44..2244 44..3322 44..3322

一般教養（学際的教養） 環境と人間（2015） 講義 4.86 2.87 4.00 4.13 4.07

一般教養（学際的教養） 環境と人間（2016） 講義 4.87 2.74 4.05 4.17 4.14

一般教養（学際的教養） 環境と人間（2017） 講義 4.86 2.81 4.07 4.16 4.14

一般教養（学際的教養） 環境と人間（2018） 講義 4.83 2.77 4.15 4.24 4.24

一一般般教教養養（（学学際際的的教教養養）） 環環境境とと人人間間（（22001199）） 講講義義 44..8877 22..7711 44..2222 44..3311 44..3311

一般教養（学際的教養） 食と生命（2015） 講義 4.83 2.35 4.07 4.30 4.31

一般教養（学際的教養） 食と生命（2016） 講義 4.86 2.46 4.13 4.34 4.39

一般教養（学際的教養） 食と生命（2017） 講義 4.85 2.35 4.07 4.29 4.31

一般教養（学際的教養） 食と生命（2018） 講義 4.85 2.33 4.15 4.29 4.30

一一般般教教養養（（学学際際的的教教養養）） 食食とと生生命命（（22001199）） 講講義義 44..8866 22..6622 44..2299 44..4433 44..4466

専門基礎 理系基礎(2015) 講義 4.86 3.33 3.92 3.96 3.97

専門基礎 理系基礎(2016) 講義 4.86 3.45 3.85 3.83 3.87

専門基礎 理系基礎(2017) 講義 4.82 3.54 3.79 3.77 3.79

専門基礎 理系基礎(2018) 講義 4.83 3.52 4.02 4.00 4.04

専専門門基基礎礎 理理系系基基礎礎((22001199)) 講講義義 44..8866 33..3355 44..2200 44..2255 44..3355
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②語学教育科目の結果について

図表Ⅲ‐6は「語学」の質問紙を用いた外国語科目の平均値である。「英語」「日本語」の
2 つの分野のそれぞれに含まれる授業科目の評価の平均値を表している。Q1 の出席は 4.5
を超えており良好である。Q2の授業外学習については、前々年度・前年度に比べ回復傾向
にある。また、それ以外の項目も 4.0をすべて超えており大変良好な状況である。 
 英語分野については、2017年度よりカリキュラム改編を行っており、2017年度以降の経
年変化の推移を注視していく必要がある。 

図表Ⅲ－6 共通教育の語学教育科目における学生授業評価結果（2015～2019年度） 

③演習・実験・実習系科目の結果について

図表Ⅲ‐7は「演習・実験・実習」の質問紙を用いた授業の平均値である。共通教育のう
ちこのタイプに当てはまるものは、「理系基礎(実験)」分野の実験科目である。Q2の授業外
学習については 4.58と非常に高い。また、それ以外の項目も 4.0をすべて超えており大変
良好な状況である。 

図表Ⅲ－7 共通教育の実験系科目における学生授業評価結果（2015～2019年度） 

系列 分野
授業区分（質問
紙）

Q1出席
Q2授業
外学習

Q8学習
目標達
成

Q9理解
Q10満
足

英語 英語(2015) 語学 4.77 3.49 4.21 4.35 4.43

英語 英語(2016) 語学 4.78 3.56 4.18 4.33 4.40

英語 英語(2017) 語学 4.81 2.95 4.23 4.43 4.47

英語 英語(2018) 語学 4.81 3.02 4.25 4.44 4.45

英英語語 英英語語((22001199)) 語語学学 44..8844 33..1188 44..3311 44..5500 44..5511

専門基礎 日本語(2015) 語学 4.40 3.24 4.52 4.71 4.73

専門基礎 日本語(2016) 語学 4.59 3.35 4.54 4.70 4.68

専門基礎 日本語(2017) 語学 4.59 3.45 4.57 4.70 4.70

専門基礎 日本語(2018) 語学 4.57 3.45 4.38 4.56 4.59

専専門門基基礎礎 日日本本語語((22001199)) 語語学学 44..6644 33..5533 44..5555 44..6666 44..6699

系列 分野
授業区分（質問
紙）

Q1出席
Q2授業
外学習

Q9学習
目標達
成

Q10理
解

Q11満
足

専門基礎 理系基礎（実験）(2015) 演習・実験実習 4.94 4.49 4.33 4.42 4.47

専門基礎 理系基礎（実験）(2016) 演習・実験実習 4.95 4.43 4.44 4.45 4.48

専門基礎 理系基礎（実験）(2017) 演習・実験実習 4.92 4.40 4.31 4.33 4.28

専門基礎 理系基礎（実験）(2018) 演習・実験実習 4.96 4.43 4.39 4.43 4.44

専専門門基基礎礎 理理系系基基礎礎（（実実験験））((22001199)) 演演習習・・実実験験実実習習 44..9977 44..5588 44..4433 44..5511 44..5577
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２２．．遠遠隔隔講講義義にに関関すするるアアンンケケーートト結結果果  

【【趣趣旨旨】】新型コロナウイルス感染症の影響で、新年度早々から遠隔講義の実施を余儀なくさ

れている中で、現在の遠隔講義の受講状況及び実施状況を把握することを目的に、「遠隔講

義に関するアンケート（学生用）（教員用）」を実施した。本アンケート調査結果については、

本学の遠隔講義の改善に役立てるとともに、新型コロナウイルス感染症終息後の遠隔講義

の有効活用を視野に入れた大学教育の更なる充実に活かす。 

【【回回答答対対象象者者】】学部学生（正規学生）、全教員（非常勤講師を含む） 
【【対対象象授授業業科科目目】】学士課程教育（共通教育及び専門教育）における授業科目 
【【実実施施期期間間】】2020年 6月 12日（金）～26日（金） 
【【実実施施方方法法】】修学支援システムにおけるポータルを通したアンケート実施（無記名） 

【【学学生生回回答答数数・・回回答答率率】】5,004人、57.8%（5,004/8,659人） 

【【学学生生回回答答内内容容のの要要点点】】  
要要点点１１  11年年生生かからら 44年年生生ににかかけけてて、、「「①①修修学学支支援援シシスステテムムにによよるる授授業業資資料料配配布布・・課課題題提提出出
（（動動画画配配信信をを含含むむ））」」「「②②MMooooddlleeにによよるる授授業業資資料料配配布布・・課課題題提提出出（（動動画画配配信信をを含含むむ））」」  
「「④④ZZoooommにによよるるオオンンラライインン対対面面授授業業」」ででのの受受講講がが大大半半をを占占めめるる。。11年年生生ににつついいててはは「「③③遠遠
隔隔講講義義ポポーータタルルのの動動画画配配信信シシスステテムムにによよるる講講義義動動画画視視聴聴」」ででのの受受講講もも一一定定のの割割合合をを占占めめるる。。  

要要点点２２  レレポポーートト課課題題のの「「量量」」のの負負担担がが感感じじるる学学生生がが多多くく、、学学年年がが下下ががるるほほどど、、負負担担感感がが増増

ししてていいるる。。  

要要点点３３  遠遠隔隔講講義義にに関関すするる満満足足度度はは、、学学年年がが上上ががるるほほどどにに高高いい。。11 年年生生かからら 33 年年生生ににかかけけ
てて、、「「ああままりり満満足足ししてていいなないい」」「「全全くく満満足足ししてていいなないい」」とといいうう学学生生がが 22割割程程度度存存在在すするる。。  

要要点点４４  「「オオンンデデママンンドド型型授授業業」」をを希希望望すするる学学生生がが各各学学年年 44割割～～55割割程程度度、、「「リリアアルルタタイイムム
型型授授業業」」をを希希望望すするる学学生生がが各各学学年年 22割割～～33割割程程度度のの割割合合ででああるる。。  

要要点点５５  11年年生生でではは「「通通常常のの対対面面講講義義」」をを希希望望すするる割割合合がが高高いいが、学学年年がが上上ががるるごごととにに、、「「遠遠
隔隔講講義義」」をを希希望望すするる割割合合がが増増ええてていいるる。。  

要要点点６６  遠遠隔隔講講義義のの受受講講環環境境ににつついいてて、、99割割近近くくのの学学生生がが「「問問題題はは感感じじてていいなないい」」「「ああままりり
問問題題はは感感じじてていいなないい」」とと感感じじてていいるる。。たただだしし、、学学年年がが下下ががるるほほどど、、「「多多少少問問題題をを感感じじてていいるる」」

「「非非常常にに問問題題をを感感じじてていいるる」」学学生生のの割割合合がが微微増増ししてていいるる。。  

要要点点７７  「「イインンタターーネネッットトにに接接続続ででききるる環環境境ががなないい」」とと答答ええるる学学生生はは数数ええるるほほどどししかかおおらら

ずず、、77割割程程度度のの学学生生がが「「自自宅宅にに、、常常時時接接続続環環境境((デデーータタ通通信信量量をを気気ににせせずず接接続続ででききるる環環境境))がが
ああるる」」状状況況でであありり、、「「ススママホホななどどイインンタターーネネッットトにに接接続続ででききるる端端末末をを所所持持ししてていいるる」」とと答答ええ

るる学学生生がが 22割割程程度度いいるる。。  

２．遠隔講義に関するアンケート結果
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【【教教員員回回答答数数・・回回答答率率】】527人、常勤 46.8%（465/993人）、非常勤 14.0％（62/443人） 

【【教教員員回回答答内内容容のの要要点点】】  
要要点点１１  共共同同獣獣医医学学部部以以外外はは、、ほほととんんどどのの教教員員がが遠遠隔隔講講義義をを行行っったたここととががななかかっったた。。  

要要点点２２  全全般般的的にに、、「「修修学学支支援援シシスステテムムにによよるる授授業業資資料料配配布布・・課課題題提提出出（（動動画画配配信信をを含含むむ））」」

及及びび「「ZZoooommにによよるるオオンンラライインン対対面面授授業業」」がが主主流流ででああるるがが、、理理学学部部・・工工学学部部・・農農学学部部・・国国際際
総総合合科科学学部部でではは「「MMooooddllee にによよるる授授業業資資料料配配布布・・課課題題提提出出（（動動画画配配信信をを含含むむ））」」のの比比率率がが高高
いい。。共共同同獣獣医医学学部部はは独独自自ののシシスステテムム利利用用ののたためめ、、「「そそのの他他」」のの比比率率がが高高いい。。  

要要点点３３  遠遠隔隔講講義義のの実実施施ににつついいてて「「非非常常にに満満足足ししてていいるる」」比比率率はは全全般般的的にに低低いい。。人人文文学学部部、、

医医学学部部、、農農学学部部、、共共同同獣獣医医学学部部でではは「「ああるる程程度度満満足足ししてていいるる」」比比率率がが半半数数程程度度ででああるる。。教教育育

学学部部でではは「「ああままりり満満足足ししてていいなないい」」「「全全くく満満足足ししてていいなないい」」比比率率がが高高いい。。  

要要点点４４  教教育育学学部部、、理理学学部部、、共共同同獣獣医医学学部部、、機機構構・・研研究究所所・・セセンンタターーほほかかがが「「オオンンデデママンンドド

型型授授業業」」がが実実施施ししややすすいいとと回回答答すするる比比率率がが高高くく、、そそれれ以以外外のの学学部部等等はは「「リリアアルルタタイイムム型型授授

業業」」がが実実施施ししややすすいいとと回回答答すするる比比率率がが高高いい。。特特にに、、「「オオンンデデママンンドド型型授授業業」」でではは共共同同獣獣医医学学

部部、、「「リリアアルルタタイイムム型型授授業業」」でではは経経済済学学部部、、理理学学部部、、工工学学部部、、農農学学部部、、国国際際総総合合科科学学部部のの比比

率率のの高高ささがが目目立立つつ。。  

要要点点５５  全全般般的的にに「「大大いいにに利利点点ががああるる」」とと回回答答すするる比比率率はは低低いいがが、、概概ねね半半数数以以上上がが「「利利点点がが

ああるる」」とと感感じじてていいるる。。教教育育学学部部、、経経済済学学部部、、国国際際総総合合科科学学部部、、非非常常勤勤講講師師でではは「「欠欠点点がが多多いい」」

とと感感じじてていいるる教教員員ががかかななりりのの比比率率をを占占めめるる。。  

要要点点６６  医医学学部部、、工工学学部部、、農農学学部部、、共共同同獣獣医医学学部部でではは「「問問題題はは感感じじてていいなないい」」「「ああままりり問問題題

はは感感じじてていいなないい」」比比率率がが 5500％％をを超超ええてていいるるがが、、教教育育学学部部、、国国際際総総合合科科学学部部でではは「「非非常常にに問問
題題をを感感じじてていいるる」」比比率率がが大大ききいい。。  

図表Ⅲ‐10 遠隔講義の満足度（全体） 8
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図表Ⅲ‐11 遠隔講義の満足度（学生）（学年別） 

図表Ⅲ‐12 遠隔講義の満足度（教員）（部局別） 

図表Ⅲ‐13 遠隔講義を受講（実施）する環境（全体） 11
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図表Ⅲ‐14 遠隔講義を受講（実施）する環境（学生）（学年別） 

図表Ⅲ‐15 遠隔講義を受講（実施）する環境（教員）（部局別） 

12

13
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